
令和6年度 新栄保育園

現実と空想の世界を⾏き来しながら⼼を動かす
〜めっきらもっきらどおんどん〜

５歳児クラス はな組





育てたい子どもの姿（年齢別保育目標に基づいたねらい）
・みんなで考え話し合う中で、互いを尊重・認め合い、協⼒することの楽しさや、やってみたことでの充実感を味わう。
(協調性、思考⼒の芽⽣え、豊かな感性と表現、⾔葉による伝え合い）
・様々な物や環境(地域含む)と関わりながら好奇⼼を持ち探究する。(思考⼒の芽⽣え）

保育士がすべきこと（ねらいを叶えるための環境・配慮点）

・⼦ども達が興味を持った絵本の不思議な世界観から、さらに好奇⼼を持って探求できるよう⼩さな気づきにも⽿を傾け、また想像が膨らむ
ような問いかけをしながら、同じ⽬線でイメージの世界を⾯⽩がっていく。
・どうしたら妖怪に会えるのか、どこに⾏けば会えるのかなど、⼀緒に調べたり、試したりできるように⼗分な物や時間を⽤意すると共に、
考えたり探究する楽しさが深まるような援助をする。

<5歳児、夏の⽇>
4歳児の頃に始まったゾンビ探しをきっかけに、5歳児に進級してからは、何か不思議な存在や怖いもの(おばけや妖怪)へとさ

らに興味が広がっていった。「ゾンビやおばけは、同じ世界にいるのではないか。」などと、友達と想像したことを伝え合い、空
想の世界を思い描くことを楽しみながら、そのイメージを基に遊びを展開していく⼦どもの姿が⾒られた。

夏のある⽇、天井に付いていた⽔滴を⾒つけた⼦ども達が、「あれはゾンビの仕業かもしれない。それとも妖怪？おばけ？」と
想像を膨らませていた。そこで、さらに不思議な世界のイメージが膨らむかなと考え、「めっきらもっきらどおんどん」という絵
本を読んでみることにした。絵本を通して⼀つの物語をみんなで共有したことで、絵本の世界についてのお互いのイメージもすん
なりと合致させることができたのか、絵本の話で盛り上がる様⼦があった。また、絵本の世界と⼦ども達の⽣活や経験などがより
繋がるように、⾝近に感じやすい主⼈公や⾵景、アイテムが出てくる物語を選んだ為、「絵本に出てくる⽊と同じ、⽳が空いてい
る⽊がある場所を知っているよ。」「探しに⾏きたい。」などの声が聞かれ、この絵本をきっかけに、そこから遊びに広がりがみ
られた為、これをテーマとした。





活動②⼿紙のやりとり

ねらい
・思いついた遊びから想像を
膨らませ、友達と⼀緒に現実
と想像の世界を⾏き来しなが
ら⼼を動かす。

活動の様⼦・⼦どもの姿の考察

【⼿紙のやりとりの流れ】
①箱根⼭へ妖怪を探しに⾏ったが、妖怪たちに
会えず、⼦どもたちの思いつきで⼿紙を書く（写真①）

・妖怪からの返事（写真②）がきた嬉しさを感じると同時に、
妖怪が存在しているということがわかり、さらなる興味に繋
がった。また、返事が来るまでに時間がかかっていたことに
対し、妖怪はそれだけ遠い世界にいる存在と感じていた。

⼦どもの気持ち

②お楽しみdayの⼿紙
妖怪⽟の作り⽅や待ち合わせの場所が載った⼿紙が届く。
(活動③お楽しみday)
・“会えるかもしれない”となると、少し怖くなる。
・妖怪の世界から、今いる世界に戻るには、絵本と同じ「お
かあさーん」という⾔葉を⾔えばよいという安⼼材料があっ
た。
・妖怪に近づけてうれしい反⾯、近づけたことへの⼾惑いが
⽣まれた。

⼦どもの気持ち

・みんなで話し合ったり協⼒したりすることが
増え、楽しいことがあった時や相談したいこ
と、妖怪への要望など、その時に感じた気持
ちなどを⼿紙に書いてポストに⼊れ、やりと
りが続いていった。

写真①

写真②
振り返り
・存在が不確かだった妖怪が、⼿紙のやりと
りを通して、存在しているのではないか？と
いう気持ちが強くなり、もっと近づきたいと
いう気持ちが芽⽣えていった。
・⼦どもと妖怪の距離が近く感じられるよう
になり、存在する世界が⼀緒なのかもしれな
いというイメージから、絵本の世界観と現実
を⾏き来する遊びや経験を通し、⼦ども達の
⼼がたくさん動いた。

次の活動へ

もっと近づきたい
「ドキドキ」というより「ワクワク」

怖いけど会ってみたい
⼀⼈だと怖いが、友だちと⼀緒に
いればきっと⼤丈夫









・⼦どもの声に⽿を傾ける
（⽇常の何気ないつぶやきや会話を⼤切にし  気付きや発⾒、

思いつきがあった瞬間にじっくりと⼦どもの話を聞く）
・個々の気持ちに寄り添いながら、⼦どもをよく観察する

（⼦どもの⾏動や気持ちに問いや疑問を持ちながら関わってみる）
・⼦どもの様⼦から実⾏してみる

（⽬的と興味を探り活動を組み⽴てていく） ということを⼤切に保育をしています

このような視点で⼦どもたちの姿、保育⼠のすべきことを振り返っていくと、私達が⼤切にしている遊びを深める、
探求するを、⼦ども達も⽇々の遊びの中で、⾃然に楽しみながら実践していることに気がつきました。

遊びを深める、探求する過程の中には

①予想する → ②試す → ③ふり返る というくり返しがあった。

「〇〇かな？」 「やってみよう」 「〇〇したらよかったかな？」
「〇〇かもしれない」 「次はこうしてみよう！」

保育⼠がすべきこと（ねらいを叶えるための環境・配慮点）の振り返り



⼦：「妖怪に会えるかな 」
保：「どんな場所にいそうかな？」と問いかけてみ
る

⼦：箱根⼭に⾏って妖怪を探す
呪⽂を唱える

保：⾃由に探究する時間や環境を保障する

⼦：「会えなかった」
「事前に知らせておけばよかったかな」
「次は⼿紙を書いてから⾏ってみよう」

保：会えなかった理由を⼀緒に考える

①予想する
（〜かな？、〜かもしれな

い）

②試す
（やってみよう）

③振り返る
（〜したらよかったかな、次はこうしてみよ

う）

【妖怪探しの探求】

【妖怪トンネルの探求（お楽しみdayを経て）】

⼦：「トンネルを通ったら妖怪の世界に⾏けるかもしれな
い」
保：「⼀緒に⾏ってみたいな」と共感する

⼦：トンネルを作ってみる
呪⽂を唱えてトンネルを通ってみる

保：⼦どもの思い付きを⾯⽩がる
⼦どもの世界を⼀緒に思いきり楽しむ

⼦：「⾏けなかった」
「時間や場所が違ったかな」「次は夜にやってみよ

う」
保： 妖怪の世界へ⾏った時はどうだったかを⼀緒に考え
る

①予想する
（〜かな？、〜かもしれない）

②試す
（やってみよう）

⼦どもの姿を観察し、問いや疑問を持ちながら関わることで、⼦どもの探求を深める

保育⼠が⼀緒に⾯⽩がり、参加することで、遊びを探求する楽しさに共感する

  ※「めっきらもっきらどおんどん」の場合
<保育⼠の関わり⽅の違い>

③振り返る
（〜したらよかったかな、次はこうしてみよ

う）

今回の活動だけが特別な訳ではなく、どの年齢の⼦ども達においても⽇々の⽣活や遊びなどのすべてのことに、上の①②③のくり返しがある。
例えば【積み⽊あそび】 ①もう⼀つ積めるかな？ → ②乗せてみたけど失敗… → ③どうしたら積める？ちょっとずらして積んでみる？  

くり返される ← ③もっと積むにはどうすればいい？ ← ②⼀つ乗せられた！ ← ①もっと積めるかな？   

ちょっとした気づきや遊びの中の興味を探っていく時に、今この子は①～③の過程のどこの場面で、何に面白さを感じているのか？という視点で丁寧に見ていくと、子ども達の

見ている世界の面白さが分かり、一緒にドキドキワクワクすることができる。また、子ども達の姿から、その時に必要なアプローチも自ずと見えるようになると気づいた。その視点を
持てば、子どもと関わることが楽しくなる！


